
第４号刑務所ＰＦＩ事業について
＜播磨社会復帰促進センター等運営事業＞

大林ファシリティーズ，綜合警備保障，東レ，合
人社計画研究所，ピーエイチピー研究所，コクヨ
近畿販売 ほか

センター所在地

落札金額 約２３５億円
（契約金額 約２４７億円）

平成１９年１０月運営開始予定

犯罪傾向の進んでいない受刑者１，０００名収容

ＰＦＩ事業者

事業期間 １５年間

国庫債務負担行
為

限度額との差

約６億円

約２．３％の削
減

施設の建設を伴わず，サービスの供給を主眼とする事業

ＮＰＯ法人を活用した就労支援体制

多種多様な職業訓練の実施

民間

国民に理解され，支えられる刑務所

教育と分類を一体化した受刑者の人材再生

・基幹科目（ビジネス講座，介護・福祉講座）

・特定分野科目（洗濯，パソコン，ＩＴなど）

・民間による「社会復帰促進部」の設置

・多様なプログラムの組合せによる教育を
展開

官民協働による運営 地域との共生

民間のノウハウを積極活用

業務の大幅な民間委託 地域雇用の機会増大

地域資源の有効活用

・民間企業ネットワークを活用してのコーディネート

・刑務作業，職業訓練との連携


